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９
月
14
日
（
日
）
11
時
か
ら

雑
色
駅
前
で
15
名
参
加
で
行
い

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
１
０
０
枚
配

布
、
プ
ラ
ス
タ
ー
も
新
し
く
３

枚
作
り
ま
し
た
。

▼
消
費
税
導
入
か
ら
35
年
、
大

企
業
は
、
消
費
税
を
１
円
も
納

め
ず
、
莫
大
な
還
付
金
を
得
て

い
ま
す
。
大
田
区
の
キ
ャ
ノ
ン

で
も
、
還
付
金
７
２
３
億
円
を

得
て
い
ま
す
。

▼
自
民
党
へ
の
献
金
を
す
る
大

企
業
！
、
消
費
税
納
税
額
ず
ー
っ

と
０
円
！
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、

５
０
０
０
万
円
の
献
金
で
、
約

１
０
、
０
０
０
倍
の
５
、
２
５

６
億
円
が
「
輸
出
還
付
金
」
と

し
て
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

▼
３
０
年
前
と
現
在
の
日
本
を

比
較
、
社
会
保
険
料
（
月
）
は

３
５
８
２
０
円(

３
０
年
前
）

～
６
７
１
２
５
円(

現
在
）
じ
ー
っ

と
見
て
い
く
人
も
い
ま
し
た
。

裏
金
疑
惑
・
企
業
団
体
献
金
の
禁
止

消
費
税
の
減
税
を
求
め
る
集
会
・記
念
講
演
会
に
50
名
参
加

板
橋
の
会

志
村
３
丁
目
駅
前
宣
伝

全
国
の
会
・
東
京
の
会
合
同
巣
鴨
駅
宣
伝

「
減
税
公
約
の
野
党
は
守
れ
！
、
自
民
党
政
治
を
終
わ
り
に
」

参
院
選
挙
で
は
す
べ
て
の
野
党
が

消
費
税
減
税
を
大
き
な
公
約
と
し

て
掲
げ
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
自
民

党
に
NO
！
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。

国
民
の
審
判
を
見
る
な
ら
ば
こ
の

臨
時
国
会
で
や
る
べ
き
は
何
と
い
っ

て
も
消
費
税
減
税
で
す

ま
た
裏
金
問
題
へ
の
怒
り
へ
の
審

判
に
応
え
裏
金
の
徹
底
追
及
と
企

業
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を
直
ち

に
進
め
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
自
民
党
と
維
新
の
会
は
合

意
で
棚
上
げ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
出
し
て
き
た
の
は
、
12
項

目
の
政
策
的
合
意
、
9
条
の
改
悪
、

医
療
費
４
兆
円
削
減
、
大
軍
拡
は

前
倒
し
し
て
今
年
度
中
に
行
う
、

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
制
定
は
今

年
中
に
検
討
を
は
じ
め
、
速
や
か

に
法
案
を
策
定
・
成
立
さ
せ
る
。

選
択
夫
婦
別
姓
の
要
求
封
じ
込

め
る
通
称
使
用
の
法
制
化
、

「
外
国
人
政
策
」
と
い
う

排
外
主
義
な
ど
、
自
民
党

政
治
を
さ
ら
に
悪
く
す
る

悪
政
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。

高
市
首
相
は
、
防
衛
力

を
抜
本
敵
に
強
化
す
る
と

し
て
、
米
政
府
は
日
本
に

対
し
て
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
３
・
５
％＝

21
兆
円
規

模
へ
の
引
き
上
げ
を
非
公

式
に
要
求
し
て
い
ま
す
が
、

高
市
首
相
は
嬉
々
と
し
て

軍
事
費
の
大
幅
増
額
を
ア

メ
リ
カ
に
約
束
を
し
た
と

い
え
ま
す
。

高
市
首
相
は
、
裏
金
疑
惑
の

萩
生
田
元
政
調
会
長
を
幹
事

長
代
行
に
し
た
の
を
は
じ
め
、

副
大
臣
政
務
官
に
裏
金
関
与

の
安
倍
派
議
員
７
人
を
起
用
、

世
論
調
査
で
６
０
％
が
問
題

だ
と
し
て
い
ま
す
。
裏
金
づ

く
り
は
い
つ
だ
れ
の
指
示
で

始
ま
っ
た
の
か
何
に
使
っ
た

の
か
核
心
部
分
は
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
裏
金
問
題
は

決
着
済
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
を
な
く
す
中
野
の
会
は

10
月
３
日
「
消
費
税
の
減
税
を
求

め
る
集
会
・
記
念
講
演
会
」
を
開

き
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
院
選
で
消
費
税
の
「
減
税
・

廃
止
を
掲
げ
た
野
党
が
過
半
数
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
消
費
税
の

減
税
廃
止
を
臨
時
国
会
で
確
実
に

実
施
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し

た
。税

理
士
の
湖
東
京
至
さ
ん
が

「
消
費
税
は
廃
止
す
べ
き
最
悪
の

不
公
平
税
制
」
と
題
し
て
記
念
講

演
。
参
加
者
か
ら
「
消
費
税
は
税

収
で
一
番
だ
、
財
源
は
ど
う
す
る

の
か
」
な
ど
の
質
問
が
相
次
ぎ
、

湖
東
先
生
は
「
法
人
税
、
所
得
税

な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
消
費
税
に

変
わ
る
財
源
は
あ
る
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
の
会
は
事
前
に
中
野
区
議

会
各
派
の
参
加
の
要
請
を
行
い
、

当
日
、
日
本
共
産
党
、
無
所
属
、

れ
い
わ
新
撰
組
の
各
区
議
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
６

日
に
は
衆
議
院
財
政
金
融
委
員
会

の
各
会
派
に
消
費
税
の
減
税
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
相
田
英
男
氏
通
信
）

消
費
税
を
な
く
す
板
橋
の
会
と

板
橋
各
界
連
絡
会
は
24
日
志
村
３

丁
目
駅
前
で
定
例
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
「
10
月
も
３
千
品
目
の
食

料
品
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
家
計
は

重
大
事
態
、
参
院
選
当
選
の
６
割

が
消
費
税
減
税
・
廃
止
を
公
約
、

臨
時
国
会
に
お
い
て
速
や
か
に
実

現
せ
よ
と
市
民
の
声
を
大
き
く
上

げ
よ
う
」
と
訴
え
署
名
27
人
、
４

団
体
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大田・六郷の会 雑色駅前宣伝 15名が参加
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消
費
税
を
な
く
す
中
野
の
会

10
月
24
日
JR
巣
鴨
駅
、
消
費
税
を

な
く
す
全
国
の
会
と
東
京
の
会
が

合
同
で
定
例
宣
伝
。

全
国
の
会
か
ら
同
日
午
前
中
に
国

会
請
願
の
結
果
を
報
告
。
衆
院
・

参
院
で
も
少
数
に
追
い
込
ん
だ
い

ま
、
減
税
の
実
現
を
め
ざ
し
運
動

を
強
め
よ
う
」
と
訴
え
、
東
京
の

会
か
ら
は
高
市
新
内
閣
は
米
国
・

財
界
べ
っ
た
り
で
暮
ら
し
破
壊
内

閣
だ
」
と
批
判
。
豊
島
区
の
男
性

は
「
減
税
の
野
党
は
公
約
を
守
れ
、

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
て
」
と

語
り
、
署
名
さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

裏
金
事
件
は

決
着
し
て
い
な
い
！

大
田
区
「
消
費
税
を
な
く
す
六
郷
の
会
」
雑
色
駅
前
宣
伝

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

日
本
を
売
り
渡
し



防
衛
省
の
26
年
度

概
算
要
求
は
予
算
案

８
兆
８
４
５
４
億
円
、

過
去
最
大
を
更
新
、

米
軍
再
編
経
費
な
ど

金
額
が
未
確
定
の

「
事
業
要
求
」
を
加

え
る
と
９
兆
円
に
も

膨
れ
上
が
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
製
の

攻
撃
用
無
人
機
や
長

距
離
・
極
超
音
速
兵

器
な
ど
先
制
攻
撃
に

転
用
可
能
な
兵
器
の

導
入
。
８
道
府
県
に

弾
薬
庫
、
17
施
設
で

新
設
費
も
計
上
、
予

算
の
半
分
以
上
の
４
・

５
兆
円
が
米
国
な
ど

か
ら
の
高
額
兵
器
購

入
の
「
ロ
ー
ン
」
の
返
済
で
す
。

政
府
は
安
保
⒊文
書
に
も
と
づ
き
５
年
間

で
43
兆
円
を
投
じ
る
防
衛
力
整
備
計
画
を

決
定
、

27
年
度
に
は
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
比
で
２
％
に
す
る
と
し

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

３
・
５
％
に
と
圧
力
を
強
め
て
い
る
。

憲
法
９
条
に
違
反
し
、
周
辺
国
都
の
緊

張
・
対
尾
率
を
煽
り
、
米
国
と
と
も
に
戦

争
す
る
国
づ
く
り
へ
つ
き
す
す
ん
で
い
ま

す
。高

市
内
閣
の
新
防
衛
大
臣
に
就
任
し
た

小
泉
氏
は
就
任
後
の
記
者
会
見
で
、
海
上

自
衛
隊
が
保
有
す
る
潜
水
艦
の
動
力
に
原

始
力
を
活
用
す
る
考
え
を
あ
ら
ゆ
る
選
択

を
排
除
し
な
い
と
述
べÝ

て
い
ま
す
。

他
国
へ
の
先
制
攻
撃
に
つ
な
が
る
敵
基

地
攻
撃
能
力
を
有
し
た
潜
水
艦
の
動
力
に

原
子
力
を
活
用
す
る
こ
と
は
「
原
子
力
の

平
和
利
用
」
の
原
則
に
真
向
か
ら
反
し
ま

す
。小

泉
氏
は
違
憲
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

有
や
軍
事
費
の
２
倍
化
な
ど
、
大
軍
拡
の

方
向
を
示
し
た
安
保
３
文
書
改
定
に
つ
い

て
も
進
め
な
け
れ
ば
と
述
べ
ま
し
た
。

消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止

の
実
現
の
チ
ャ
ン
ス
の
時
で
す
。
今

こ
そ
多
く
の
国
民
が
声
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

以
前
、
９
条
の
会
を
全
国
津
々
浦
々

で
立
ち
上
げ
、
声
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。消

費
税
減
税
そ
し
て
廃
止
の
運
動

も
９
条
の
会
の
よ
う
に
幅
広
く
進
め

る
事
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

消
費
税
を
な
く
す
会
も
、
戦
争
を

さ
せ
な
い
、
物
価
高
か
ら
国
民
の
暮

ら
し
を
ま
も
る
、
社
会
保
障
を
削
ら

ず
充
実
さ
せ
る
、
財
界
の
利
益
の
た

め
に
つ
く
っ
た
消
費
税
は
廃
止
。
所

得
の
低
い
人
ほ
ど
負
担
の
大
き
い
消

費
税
は
廃
止
す
る
。
等
々
を
考
え
な

が
ら
、
10
月
に
六
郷
の
会
で
は
、
消

費
税
「
社
会
保
障
に
使
う
っ
て
、
ホ

ン
ト
？
」
と
題
し
た
「
み
ん
な
で
語

る
学
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

事
前
の
、
実
行
委
員
会
で
は
「
大

企
業
は
、
消
費
税
払
っ
て
な
い
の
に

還
付
金
が
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
。

こ
ん
な
事
、
も
っ
と
み
ん
な
に
知
ら

せ
よ
う
よ
！
」

「
ト
ヨ
タ
は
自
民
党
に
献
金
５
０
０

０
万
円
す
る
と
、
還
付
金
額
が
、
１

０
、
０
０
０
倍
の
５
、
０
０
０
億
円

振
り
込
ま
れ
て
る
。
」

「
10
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
が
、
１
割
か
ら
２
割
に

な
っ
た
、
今
ま
で
の
倍
だ
よ
。
年
寄

り
は
早
く
死
ね
、
と
言
わ
れ
て
る
よ

う
だ
」

「
消
費
税
は
、
社
会
保
障
に
使
う
と

か
言
っ
て
る
け
ど
、
一
般
会
計
に
入

れ
な
い
で
、
消
費
税
収
益
の
会
計
を

独
立
さ
せ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
収
入
も
な
い
子
供
た
ち
に
も
税
が

か
か
る
の
は
お
か
し
い
！
」

「
生
活
保
護
の
切
り
下
げ
違
憲
！
政

府
は
わ
び
も
し
な
け
れ
ば
、
削
っ
た

分
の
補
填
も
し
な
い
、
ふ
ざ
け
て
る
！
」

な
ど
な
ど
の
発
言
が
出
ま
し
た
。

当
日
の
学
習
会
に
は
、
27
名
が
参

加
し
、
全
員
が
発
言
し
ま
し
た
。
今

回
初
め
て
参
加
し
た
Ｓ
さ
ん
が
「
み

ん

な

自

分

の

考

え

を

持

っ

て

活

動

し

て

る

ん

だ

、

本

物

だ

ね

」

と

感

想

を

言

っ

て

い

ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
声
を
上
げ
る
に

は
、
例
え
ば
、
全
国
の
会
作
成
の
パ

ン
フ
を
使
っ
て
、
５
〜６
人
位
の
学

習
会
を
あ
ち
こ
ち
で
開
き
、
意
見
交

換
し
、
理
解
を
深
め
、
そ
の
力
を
声

に
し
て
い
く
。

こ
う
い
う
小
さ
な
学
習
会
を
無
数

に
作
れ
る
か
ど
う
か
！
に
か
か
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
９
条
の
会

の
よ
う
に
！

も
っ
と
消
費
税
減
税
の
世
論
を
広
げ
る
に
は
？
！

消
費
税
を
な
く
す
六
郷
の
会

向
井

初
江
（
東
京
の
会
常
任
世
話
人
）

こ
の
半
世
紀
、
自
公
連
立
が
進
め
た
の

は
、
格
差
を
広
げ
る
新
自
由
主
義
政
策
と

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
福
祉
切
り
捨
て
、
国
家

主
義
教
育
栄
作
、
近
隣
職
と
対
立
す
る
外

交
、
米
軍
と
一
体
の
軍
事
大
国
化
、
安
保

法
制
な
ど
の
違
憲
立
法
、
学
問
の
報
道
の

抑
圧
な
ど
の
悪
政
だ
「
福
祉
、
教
育
、
平

和
の
党
」
と
い
う
公
明
党
の
表
看
板
と
は

正
反
対
の
政
治
だ
っ
た
。
東
京
新
聞
10
月
12

日
本
音
の
コ
ラ
ム
よ
り
）

公
明
党
の
連
立
解
消
に

前
川
喜
平
の
本
音
の
コ
ラ
ム

「
消
費
税
は
少
額
だ
け
れ
ど
長
期
に
考

え
れ
ば
結
構
高
く
な
る
。
厳
し
い
よ
！
」
、

「
自
民
党
の
裏
金
に
は
頭
に
来
る
、
国

民
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
い
る
の
か
！
」

「
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。
廃
止
ま
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
怒
り
と
激
励
が
寄

せ
ら
れ
、
署
名
を
さ
れ
て
い
か
れ
ま
し

た
。

消
費
税
廃
止
東
京
各
界
連
絡
会
は
、

JR
大
塚
駅
南
口
で
、
夕
方
５
時
か
ら
宣

伝
署
名
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

勤
め
帰
り
の
労
働
者
に
向
け
て
の
宣

伝
で
す
。

参
加
団
体
は
、
東
商
連
、
消
費
税
を

な
く
す
東
京
の
会
、
東
京
土
建
、
東
京

民
医
連
、
東
京
地
評
、
東
京
自
治
労
連
、

日
本
共
産
党
東
京
都
委
員
会
の
７
団

体
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
団
体
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
交
代
で

弁
士
を
務
め
、
通
勤
帰
り
の
労
働
者
に

訴
え
ま
し
た
。

定
例
で
は
北
口
で
昼
休
み
宣
伝
で
す

が
今
回
は
夕
方
労
働
者
向
け
の
宣
伝
で

し
た
。
弁
士
に
訴
え
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
な
が
ら
署
名
へ
の
強
力
を
訴
え

ま
し
た
。

敵
基
地
攻
撃
に
原
子
力
を
活
用


